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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月22日(2016.4.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも５０個のプロリン（Ｐｒｏ）およびアラニン（Ａｌａ）アミノ酸残基からな
る、プロリンおよびアラニンアミノ酸残基からなるアミノ酸配列を含む生合成ランダムコ
イルポリペプチド。
【請求項２】
　５０個～３０００個のアミノ酸残基からなるアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の生
合成ランダムコイルポリペプチド。
【請求項３】
　前記プロリン残基が、前記アミノ酸配列の１０％超かつ７５％未満を構成する、請求項
１または２に記載の生合成ランダムコイルポリペプチド。
【請求項４】
　複数のアミノ酸リピートを含み、前記リピートが、プロリンおよびアラニン残基からな
り、６個以下の連続したアミノ酸残基が同一である、請求項１から３のいずれか一項に記
載の生合成ランダムコイルポリペプチド。
【請求項５】
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【化７】

 またはこれらの配列全体もしくはこれらの配列の部分の円順列変異体もしくは多量体（
単数または複数）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む、請求項１から４のいず
れか一項に記載の生合成ランダムコイルポリペプチド。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の生合成ランダムコイルポリペプチドをコードする
核酸分子。
【請求項７】
　（ｉ）請求項１～５のいずれか一項に記載の生合成ランダムコイルポリペプチドと
　（ｉｉ）化粧品成分または化粧品添加物と
を含む、化粧用組成物。
【請求項８】
　（ｉ）請求項１～５のいずれか一項に記載の生合成ランダムコイルポリペプチドと
　（ｉｉ）食品成分または食品添加物と
を含む、食用組成物。
【請求項９】
　（ｉ）請求項１～５のいずれか一項に記載の生合成ランダムコイルポリペプチドと
　（ｉｉ）飲料成分または飲料添加物と
を含む、飲料組成物。
【請求項１０】
　化粧品の製造における請求項１～５のいずれか一項に記載の生合成ランダムコイルポリ
ペプチドまたは請求項６に記載の核酸分子の使用。
【請求項１１】
　食品の製造における請求項１～５のいずれか一項に記載の生合成ランダムコイルポリペ
プチドまたは請求項６に記載の核酸分子の使用。
【請求項１２】
　飲料の製造における請求項１～５のいずれか一項に記載の生合成ランダムコイルポリペ
プチドまたは請求項６に記載の核酸分子の使用。
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